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↑７月２６日、久居本町地内で発生した建物火災 

○
久
居
本
町
で
建
物
火
災 

七
月
二
十
六
日
、
津
市
久
居
本
町

の
住
宅
密
集
地
で
建
物
火
災
が
発
生

し
、
消
防
車
二
十
台
、
消
防
隊
員
七

十
四
人
が
出
動
し
ま
し
た
。
こ
の
火

災
は
、
鎮
火
ま
で
に
約
三
時
間
か
か

る
大
火
事
と
な
り
ま
し
た
。 

津
市
消
防
管
内
で
は
、
火
災
が
多

発
し
て
お
り
、
本
年
八
月
二
日
ま
で

に
既
に
六
十
件
、
七
月
中
だ
け
で
も

九
件
の
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
す
べ

て
が
建
物
火
災
で
し
た
。 

一
度
火
災
が
発
生
す
れ
ば
、
生
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
だ
け
で
な
く

大
切
な
財
産
が
失
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
今
後
、
空
気
が
乾
燥

す
る
に
つ
れ
、
更
に
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
火
災
予
防
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
（
高
橋
直
通
） 

↑７月６日、芸濃町椋本地内で発生した建物火災 

↑７月２１日、乙部地内で発生した建物火災 
↑８月２日、一志町井関地内で発生した建物火災 
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○
東
海
地
区
救
助
技
術
指
導

会
に
出
場 

 

八
月
三
日
、
三
重
県
消
防
学

校
（
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）
で
第

三
十
九
回
消
防
救
助
技
術
東

海
地
区
指
導
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
指
導
会
に
は
東
海
三

県
の
七
十
四
消
防
本
部
か
ら

六
六
五
人
が
集
ま
り
、
住
民
の

負
託
に
応
え
る
た
め
、
日
夜
研

鑽
、
練
磨
し
た
救
助
技
術
を
披

露
し
ま
し
た
。 

 

津
市
消
防
か
ら
は
、
陸
上
の

部
の
障
害
突
破
（
中
消
防
署
西

分
署
）
と
引
上
救
助
（
久
居
消

防
署
）
の
二
種
目
に
十
人
の
救

助
隊
員
が
出
場
し
、
真
夏
の
日

差
し
が
照
り
つ
け
る
猛
暑
の

中
、
訓
練
で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
を
最
大
限
に
生
か
し
、
気

迫
溢
れ
る
息
の
合
っ
た
訓
練

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

今
後
隊
員
た
ち
は
訓
練
で

養
っ
た
知
識
、
技
術
を
い
か
ん

な
く
発
揮
し
、「
よ
り
安
全
に
」

「
よ
り
確
実
に
」「
よ
り
早
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
現
場
活
動
で

き
る
よ
う
更
な
る
救
助
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま

す
。
（
宮
本
真
二
） 

○
三
重
県
消
防
操
法
大
会
に
出

場 

七
月
二
十
五
日
、
三
重
県
消
防
学

校
（
鈴
鹿
市
石
薬
師
町
）
で
三
重
県

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
津
市
消
防
団
か
ら
は
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
安
濃
方
面
団
、
ポ

ン
プ
車
操
法
の
部
に
美
杉
方
面
団
が

出
場
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
美

杉
方
面
団
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。 両

方
面
団
は
四
月
か
ら
本
格
的
な

訓
練
を
開
始
し
、
週
に
三
回
、
仕
事

を
終
え
た
あ
と
、
夜
遅
く
ま
で
訓
練

を
行
い
、
大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命

「
心
・
技
・
体
」
を
磨
き
ま
し
た
。

ま
た
、
方
面
団
長
を
は
じ
め
と
す
る

選
手
以
外
の
団
員
も
共
に
汗
を
流

し
、
支
え
続
け
た
四
か
月
間
で
も
あ

り
ま
し
た
。 

両
方
面
団
は
全
国
大
会
へ
の
夢
を

果
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
こ
に
は
大
き
な
絆
が
生
ま
れ
、

そ
の
絆
こ
そ
が
地
域
を
守
る
力
に
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
安
濃
方
面
団
、
美
杉
方
面
団
の

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
横
山
博
） 
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○ 

津
市
消
防
・
松
阪
広
域
消
防 

組
合
合
同
水
難
訓
練
を
実
施 

海
や
川
で
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
前
に
、
津
市
消
防
と
松
阪
地
区
広

域
消
防
組
合
は
、
六
月
十
日
、
雲
出

川
河
口
付
近
で
合
同
の
水
難
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
訓
練
は
、
両
消
防
機
関
が
雲

出
川
を
介
し
て
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
水
難
救
助
事
案
に
対
す
る
有
事

即
応
体
制
と
連
携
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
三
年
前
か
ら
実
施
し

て
お
り
、
今
年
は
両
消
防
の
水
難
救

助
隊
な
ど
四
十
五
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

訓
練
は
、
松
阪
市
小
野
江
町
の
下

流
で
数
人
が
乗
っ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
が

転
覆
し
た
と
い
う
想
定
で
開
始
し
ま

し
た
。
救
助
ボ
ー
ト
で
現
場
周
辺
を

検
索
し
、
隊
員
が
水
深
約
三
メ
ー
ト

ル
の
川
底
で
行
方
不
明
に
見
立
て
た 

○
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
で 

コ
ン
サ
ー
ト

 
八
月
一
日
、
津
市
消
防
音
楽
隊

は
「
第
五
回
津
な
ぎ
さ
ま
ち
サ
マ

ー
フ
ェ
ス
タ
」
（
津
市
港
町
）
に

参
加
し
ま
し
た
。 

 

夏
休
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

子
供
た
ち
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の 

○
各
地
で
水
防
訓
練
を
実
施 

 

本
格
的
な
出
水
期
を
前
に
、
津
市

の
各
地
で
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
津
市
の
水
防
訓
練
は
、
合
併
後

は
、
大
規
模
な
訓
練
を
年
一
回
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
各
地
域
の
災
害

特
性
を
踏
ま
え
、
今
年
か
ら
各
地
域

単
位
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

人
形
を
発
見
す
る
と
、
ボ
ー
ト
に
引

き
揚
げ
、
応
急
処
置
を
し
な
が
ら
迅

速
に
救
急
車
に
搬
送
し
ま
し
た
。 

 

訓
練
後
、
中
西
秀
輝
津
市
消
防
長

は
「
技
術
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
原

点
を
再
確
認
し
、
ま
す
ま
す
連
携
を

深
め
て
ほ
し
い
。
」
と
講
評
し
ま
し

た
。
（
西
尾
朋
也)

 

七
月
四
日
、
メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み

え
（
津
市
北
河
路
町
）
で
行
わ
れ

た
津
方
面
団
の
水
防
訓
練
は
、
津

市
消
防
団
津
方
面
団
、
津
市
自
主

防
災
協
議
会
な
ど
約
四
百
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で

は
、
積
み
土
の
う
工
法
を
実
施
し
、

砂
を
入
れ
る
人
、
土
の
う
を
運
ぶ

人
、
土
の
う
を
積
み
上
げ
る
人
な

ど
に
分
か
れ
、
連
携
よ
く
作
業
し

て
い
ま
し
た
。
（
高
橋
直
通
） 

市
民
の
方
が
来
場
し
、
賑
や
か

な
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。 演

奏
の
合
間
に
は
、
水
難
事

故
が
多
発
す
る
時
期
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
の
必
要
性
や
水
難
事
故

に
関
す
る
講
話
を
交
え
、
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
上
田
隆
広
） 

○
山
林
内
で
実
践
訓
練 

六
月
二
十
三
日
、
津
市
芸
濃

庁
舎
（
芸
濃
町
椋
本
）
で
、
林

野
庁
近
畿
中
国
森
林
管
理

局
・
三
重
森
林
管
理
署
職
員
に

よ
る
山
中
救
急
実
践
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

↑橋から降下して救助に向

かう隊員 

↑要救助者に見立てた人形を引き揚

 

↑
七
月
四
日
、
津
市
消
防

団
津
方
面
団
の
水
防
訓
練

の
様
子 

↓
八
月
一
日
、
津
市
消
防

団
久
居
方
面
団
の
水
防
訓

練
の
様
子 

↑ライフジャケットの着け方を学ぶ子供たち

 

げる隊員 

 



津消防タイムズ  第４5 号       平成２２年９月３日 

津消防タイムズは津市ホームページ http://www.info.city.tsu.mie.jp/ で御覧いただけます。 
4 

             

             

             

             

                 

                 

                 

                 

○
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る 

 

七
月
十
七
日
、
津
市
須
ヶ
瀬
町
自

治
会
が
、
同
地
区
の
構
造
改
造
セ
ン

タ
ー
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。 

 

訓
練
は
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で

守
る
」
を
目
指
し
て
、
自
治
会
員
約

七
十
人
、
津
市
消
防
団
久
居
方
面
団

十
三
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
地
震
体
験
車
に
よ

る
地
震
体
験
、
初
期
消
火
訓
練
、
応

急
担
架
の
作
り
方
や
心
肺
蘇
生
法
な

山
中
で
起
こ
り
得
る
毒
害
虫
や
毒

爬
虫
類
に
よ
る
事
故
や
急
病
等
に
対

応
す
る
た
め
の
応
急
手
当
の
ほ
か
、

山
中
の
丈
夫
な
木
や
つ
る
な
ど
を
利

用
し
た
応
急
担
架
の
作
り
方
や
搬
送

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
職
員
は
班
ご
と
に
衛
星
電

話
と
携
帯
型
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位話

練
も
行
い

参

よ

熱
心

い
ま
し

 ○
暮
ら
し
を
守
る 

地
域
の
活
動
を
学
ぶ 

 

六
月
三
十
日
、
市
立
成
美
小
学
校

（
久
居
新
町
）
の
四
年
生
九
十
二
人

が
、
津
市
消
防
団
久
居
方
面
団
第
四

○
海
で
溺
れ
た
親
子
を 

連
携
し
て
救
助 

 

七
月
一
日
、
海
で
溺
れ
た

親
子
を
救
助
し
た
男
女
四
人

に
対
し
て
、
久
居
消
防
署
長

が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

 

救
助
活
動
を
行
っ
た
の

は
、
其
浦
友
之
さ
ん
、
米
川

勝
己
さ
ん
、
山
口
光
雄
さ
ん
、

妻
サ
ト
コ
さ
ん
の
四
人
。
六

月
一
日
、
津
市
香
良
洲
町
の

漁
港
で
釣
り
に
来
て
い
た
五

歳
の
男
児
が
、
誤
っ
て
海
に

転
落
し
、
助
け
よ
う
と
海
に

入
っ
た
父
親
も
陸
に
上
が
れ

な
く
な
っ
て
い
る
の
を
山
口

さ
ん
夫
婦
が
発
見
。
光
雄
さ

ん
が
救
助
、
サ
ト
コ
さ
ん
が

通
報
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

釣
り
か
ら
戻
っ
た
ば
か
り
の

其
浦
さ
ん
と
米
川
さ
ん
が
船

で
救
助
に
加
わ
り
、
消
防
隊

員
が
駆
付
け
る
ま
で
に
二
人

を
無
事
に
救
出
し
ま
し
た
。 

ど
、
実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
参
加

者
は
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。 

 

訓
練
後
、
林
貢
自
治
会
長
は
「
近

い
将
来
、
大
地
震
の
発
生
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
中
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
有
事
の
際
は
協
力
し
合

い
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
た
い
。」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。（
勝
島
直
樹
）

シ
ス
テ
ム
）
を
持
参
し
、
衛
星
電

に
よ
る
一
一
九
番
通
報
訓

ま
し
た
。 

加
者
は
、
自
分
自
身
は
も
と

り
、
共
に
働
く
仲
間
の
た
め
、
終
止

に
訓
練
に
取
り
組
ん
で

た
。
（
上
杉
茂
郎
） 

分
団
の
詰
所
を
見
学
に
訪
れ
ま
し

た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、
消
防
団
員
が
普
段

は
他
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
事
や

災
害
の
時
に
駆
付
け
た
り
、
定
期
的

に
訓
練
を
し
た
り
し
て
、
地
域
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ま
た
、
消
火
器
の
取
扱

い
や
消
防
ホ
ー
ス
に
よ
る
放
水
体

験
、
地
震
体
験
車
に
よ
る
地
震
体
験

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

 

の
活

て
見

も
い

り
に
も
つ

松
下
浩
己
分
団
長
は
、
「
こ

動
は
、
十
五
年
続
い
て
い
る
。
か
つ

学
に
来
て
入
団
し
た
団
員

る
。
今
後
の
担
い
手
づ
く

な
げ
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

（
森
正
克
） 

↑木を利用して、けが人を搬送する訓練

参加者 

↑放水体験をする小学生 
 

↑真剣な面持ちで傷病者の手当を

行う訓練参加者 
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津
市

義
久

久
居
消

を
受

け
取
っ
た

事
救
助

の
顔
を

」

と
述
べ

橋
直

通
） 

○
初
期
消
火
で
表
彰
状 

 

七
月
三
十
一
日
、
白
山
消
防
署

一
志
分
署
で
初
期
消
火
活
動
を
行

い
、
火
災
の
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
た
五
人
に
対
し
て
白
山
消
防

署
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。 

 

消
火
活
動
を
行
っ
た
の
は
、
中

島
博
さ
ん
、
妻
ひ
さ
ゑ
さ
ん
、
近

藤
光
城
さ
ん
、
妻
恵
子
さ
ん
、
森

田
敦
さ
ん
。
五
人
は
、
建
物
か
ら

煙
が
出
て
い
る
の
を
発
見
し
、
協 

香
良
洲
庁
舎
で
田
中

防
署
長
か
ら
感
謝
状

山
口
さ
ん
夫
妻
は
「
無

で
き
て
よ
か
っ
た
。
子
供

見
て
安
心
し
ま
し
た
。

て
い
ま
し
た
。
（
高

力
し
て
近
く
の
消
火
栓
か
ら
ホ
ー

ス
を
延
長
し
放
水
し
ま
し
た
。
火

災
は
、
迅
速
な
活
動
で
部
屋
の
一

部
が
焼
け
た
だ
け
で
、
見
事
に
消

区
は
、
毎

や
消

施
し

て
お

し

た
。

（
高

橋
直
通
）

○
も
し
も
火
災
に
巻
き
込
ま
れ

た
ら 

～
誘
導
等
に
つ
い
て
～ 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
旅
行

先
の
ホ
テ
ル
で
、
も
し
火
災
等
の
災

害
現
場
に
直
面
し
た
時
、
あ
な
た
は

ど
う
や
っ
て
建
物
内
か
ら
逃
げ
出
し

ま
す
か
？
一
緒
に
い
る
家
族
や
友

人
、
周
り
の
人
た
ち
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？ 

こ
の
よ
う
な
事
案
は
誰
も
が
直
面

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
こ
の
種
の
施
設
に
は
屋
外
へ
避

難
す
る
た
め
の
誘
導
灯
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
も
し
も
の
時
に
備
え

て
誘
導
灯
に
つ
い
て
少
し
勉
強
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

誘
導
灯
と
は
建
物
内
に
お
い
て
避

難
口
や
そ
こ
ま
で
の
通
路
を
教
え
て

く
れ
る
消
防
用
設
備
で
、
次
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。 

▼
避
難
口
誘
導
灯 

 

緑
色
の
地
に
避
難
口
で
あ
る
こ
と

を
示
す
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
、
最
終
の

避
難
口
や
各
階
の
階
段
の
降
り
口
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す

▼
通
路
誘
導
灯 

白
色
の
地
に
避
難
の
方
向

を
示
す
シ
ン
ボ
ル
が
あ
り
、
廊

下
や
曲
が
り
角
等
に
設
置
し

て
あ
り
ま
す
。 

       

ッ

シ
ュ

難

口
を
誘
導

あ
り
、
煙
や
暗
闇
の
中
で
も
避

難
口
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

小
さ
な
子
供
で
も
理
解
が

で
き
る
こ
と
な
の
で
、
家
族
で

外
出
さ
れ
た
時
等
に
建
物
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
誘
導
灯

い
か
が

で
し

二
） 

し
止
め
ら
れ
ま
し
た
。 

表
彰
を
受
け
た
五
人
は
「
当
地

年
防
災
の
日
に
消
火
器

火
栓
の
取
扱
訓
練
を
実

り
、
こ
れ
が
役
に
立
ち
ま

」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

 

。 

誘
導
灯
の
中
に
は
、
フ
ラ

ラ
ン
プ
や
音
声
で
避

す
る
も
の
な
ど
も

に
注
目
し
て
み
て
は

ょ
う
か
。（
前
野
雄

↑津市香良洲庁舎で行われた感謝状

贈呈式 

↑感謝状を受け取った五人 

↓避難口誘導灯 
 

↓通路誘導灯 
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○
住
宅
用
火
災
警
報
器
を 

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
て
、
逃
げ

遅
れ
な
ど
の
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

消
防
法
等
に
よ
り
、
す
べ
て
の
住
宅
に

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
機
能
と
設
置
方
法
は
… 

・
火
災
の
煙
や
熱
を
感
知
し
て
、
警
報

音
や
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。 

・
す
べ
て
の
寝
室
に
、
煙
を
感
知
す
る

煙
式
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
階

段
上
部
に
も
設
置
義
務
が
あ
り
ま
す
。

・
台
所
に
は
、
熱
を
感
知
す
る
熱
式
を

設
置
す
る
と
安
心
で
す
。 

・
電
池
式
（
リ
チ
ウ
ム
電
池
・
寿
命
１

０
年
）
が
一
般
的
で
、
住
宅
内
の
天
井

や
壁
に
ネ
ジ
止
め
で
設
置
し
ま
す
。 

 

●
購
入
方
法
は
… 

家
電
量
販
店
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・

消
防
設
備
業
者
な
ど
で
、
四
千
円
程
度

で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

                       

    

○
古
い
消
火
器
を
廃
棄
す
る
時
は
・
・
・ 

消
火
器
は
古
く
な
っ
て
も
、
家
庭
ゴ
ミ

と
し
て
収
集
さ
れ
ず
、
廃
棄
方
法
が
分
か

り
に
く
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
、
い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
か
っ
た
り
、

時
に
は
破
裂
し
た
り
し
て
死
傷
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
消
火
器
の
安

全
な
回
収
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
二
十
二
年
一
月
か
ら
製
造
さ
れ

る
消
火
器
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
る
な
ど
の
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
運
用
が
開

 ●
リ
サ
イ
ク

平
成
二
十
二
年
一
月
以
降
に
製
造
さ
れ

た
消
火
器
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が

貼
ら
れ
、
将
来
、
廃
棄
す
る
際
に
処
理
等

の
費
用
を
徴
収
さ
れ
ず
に
消
防
設
備
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
た
だ
し
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。（
平
成
二
十

一
年
以
前
に
製
造
の
消
火
器
が
販
売
さ
れ

て
い
て
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
は
付
い

て
い
ま
せ
ん
。） 

●
今
ま
で
家
に
あ
っ
た
古
い
消
火
器
を 

廃
棄
す
る
時
は
… 

・
市
内
の
消
防
設
備
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え

ま
す
が
、
処
理
等
の
費
用
と
し
て
千
円
程
度
を
徴

収
さ
れ
ま
す
。 

・
新
し
い
消
火
器
を
購
入
し
た
場
合
は
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
市
内
の
消
防
設
備
業
者
で
は
、
古
い

消
火
器
を
無
料
で
下
取
り
し
て
も
ら
え
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

※
い
ず
れ
の
場
合
も
、
事
前
に
電
話
し
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。（
市
内
の
消
防
設
備
業
者
：
津
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
津
市
で
の
生
活
／
い
ざ
と
い

う
と
き
→
そ
の
他
の
消
防
情
報
→
火
の
用
心
あ

れ
こ
れ
／
消
火
器
の
正
し
い
取
り
扱
い
で
調
べ

る
。
又
は
市
内
の
各
消
防
署
へ
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。） 

●
廃
棄
対
象
の
消
火
器
と
は
… 

・
本
体
に
サ
ビ
・
損
傷
・
変
形
が
あ
る
。 

・
上
部
の
安
全
ピ
ン
が
な
く
、
握
り
手
が
押
し
下

が
り
、
持
つ
と
軽
い
も
の
。（
使
用
済
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。） 

・
揺
す
っ
て
み
て
、
内
部
の
粉
末
薬
剤
が
固
ま
っ

て
動
か
な
い
も
の
。 

・
製
造
年
か
ら
八
年
以
上
経
過
し
た
も
の
。（
消

火
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、
安
全
の
た
め
耐
用
年
数
を

八
年
と
し
て
い
ま
す
。） 

※
消
防
法
で
は
、
一
般
住
宅
に
は
設
置
義
務
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
の
時
の
た
め
消
火
器
（
三

千
円
～
四
千
円
）
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。 

リサイクル

シール 

始
さ
れ
ま
し
た
。 

ル
シ
ー
ル
付
き
の 

新
し
い
消
火
器
と
は
… 
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中消防署 
庶務予防担当 

消防担当 

                               

                              

                              

                              

特特特集集集！！！消消消防防防署署署紹紹紹介介介  中中中消消消防防防署署署   

～
中
消
防
署
～ 

  
 
 
 
 
 

中
消
防
署 

 
 
 
 
 
 

署
長 

山
本
卓
美 

 

 

中
消
防
署
は
津
市
寿
町
に
あ
り
、

こ
の
下
に
一
分
署
及
び
一
分
遣
所
を

擁
し
て
い
ま
す
。 

管
轄
区
域
は
、
津
市
の
市
街
地
か

ら
田
園
が
広
が
る
安
濃
町
全
域
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

管
内
の
特
長
と
し
て
は
、
東
部
方

面
に
は
国
や
県
の
行
政
機
関
が
数
多

く
立
地
し
て
い
る
ほ
か
、
中
部
国
際

空
港
と
津
エ
ア
ー
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
で

結
ぶ
津
な
ぎ
さ
ま
ち
、
津
花
火
大
会

や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会
が
開
か
れ
る

御
殿
場
海
岸
、
お
城
公
園
や
津
ま
つ

り
等
が
開
か
れ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通

り
が
あ
り
ま
す
。
西
部
方
面
に
は
伊

勢
自
動
車
道
の
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
が
あ
り
、
無
料
化
実
験
区
間
の
始

点
と
し
て
利
用
す
る
車
両
も
大
幅
に

増
え
、
工
事
が
進
む
中
勢
バ
イ
パ
ス

も
含
め
付
近
の
一
般
道
に
も
渋
滞
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
勢
地
方

で
最
大
規
模
の
中
世
・
戦
国
時
代
の

城
と
伝
え
ら
れ
る
安
濃
城
跡
が

あ
り
、
経
が
峰
を
中
心
と
す
る
山

間
部
で
は
ハ
イ
カ
ー
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。 

 

現
在
署
長
以
下
七
十
三
人
の

職
員
が
目
指
す
署
風
は
、「
各
職

員
が
担
当
分
野
で
、
ま
た
社
会
人

と
し
て
、
も
う
一
勝
（
進
歩
）
す

る
と
い
う
自
覚
と
行
動
」
を
趣
旨

と
す
る
マ
ジ
ッ
ク
ワ
ン
（
Ｍ
１
）

で
中
消
防
署
の
士
気
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。 

安安

濃濃

分分

遣遣

所所  

西西

分分

署署  

安濃分遣所 

西分署 

中消防署 
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☆ 

主
な
行
事
予
定 

☆ 

◆
九
月
五
日
（
日
） 

 

救
急
フ
ェ
ア
（
マ
イ
カ
ル
津
サ
テ
ィ
）

◆
九
月
十
二
日
（
日
） 

 

上
級
救
命
講
習
（
中
消
防
署
） 

◆
九
月
十
九
日
（
日
） 

 

白
山
消
防
署
林
野
火
災
合
同
訓
練 

（
白
山
町
上
ノ
村
） 

◆
十
一
月
九
日
（
火
）
～
十
一
日
（
木
）

 

防
火
管
理
者
講
習
会
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
） 

○
編
集
後
記 

今
年
の
夏
は
非
常
に
暑
く
、

日
本
各
地
で
猛
暑
日
を
記
録

し
、
熱
中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ

る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
九
月
に
入
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
暑
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
体
に
は
十
分

気
を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

さ
て
、
関
東
大
震
災
が
起
き

た
九
月
一
日
を
防
災
の
日
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
全
国

各
地
で
地
震
な
ど
に
よ
る
大
規

模
災
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

は
災
害
に
対
す
る
備
え
は
で
き

て
い
ま
す
か
？
非
常
持
ち
出
し

袋
の
準
備
や
家
具
の
固
定
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
？
ま
た
近
年

は
、
緊
急
地
震
速
報
や
災
害
時

伝
言
ダ
イ
ア
ル
な
ど
の
地
震
に

関
す
る
新
し
い
対
策
が
構
築
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
一
番
大
切

な
こ
と
は
備
え
る
心
で
あ
り
、

そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
を
機
に

御
家
族
の
皆
様
で
も
う
一
度
、

確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。（
高
橋
直
通
） 

～～平平成成２２２２年年７７月月末末日日ままででのの災災害害～～  

火火  災災      5599 件件（（5577 件件））  

救救  急急      66,,889999 件件（（66,,449966 件件））  

救救  助助      6699 件件（（9900 件件））  
          （（））内内はは前前年年同同期期  

☆☆秋秋のの全全国国火火災災予予防防週週間間☆☆  
１１１１月月９９日日～～１１５５日日  

平平成成２２２２年年度度全全国国統統一一防防火火標標語語  

「「消消ししたたかかなな」」  ああななたたをを

守守るる  合合言言葉葉  

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
規
模
な
地
震
災

害
や
特
殊
災
害
等
の
広
域
災
害
時
に
都

道
府
県
の
枠
を
超
え
て
、
迅
速
か
つ
効

率
的
に
人
命
救
助
等
の
応
援
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

回
は
、
津
市
及
び
松
阪
市
が
広
域
的
に

被
災
し
た
と
い
う
想
定
で
実
施
さ
れ
ま

す
。 

 

訓
練
当
日
、
津
市
消
防
は
被
災
地
消
防

本
部
と
し
て
、
近
畿
府
県
の
消
防
本
部

（
局
）
か
ら
応
援
隊
と
し
て
車
両
約
百
四

十
台
、
隊
員
約
七
百
人
の
参
加
を
得
て
、

訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

こ
の
場
で
津
市
が
被
災
し
た
場
合
の

検
証
や
訓
練
内
容
を
も
と
に
、
地
震
災
害

等
の
大
規
模
な
広
域
災
害
時
の
実
効
的

な
受
援
体
制
確
立
を
図
り
ま
す
。
（
平
子

泰
史
） 

～
平
成
二
十
二
年
度
緊
急
消
防
援
助
隊

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
及
び
平
成
二

十
二
年
度
近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練
～ 

 
災
害
対
策
基
本
法
、
消
防
組
織
法
、

三
重
県
地
域
防
災
計
画
及
び
「
近
畿
二

府
七
県
危
機
発
生
時
の
相
互
応
援
に
関

す
る
基
本
協
定
」
に
基
づ
き
、
近
畿
府

県
の
防
災
関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
企

業
並
び
に
地
域
住
民
参
加
の
下
、
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

消
防
機
関
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年

一
月
十
七
日
兵
庫
県
南
西
部
地
震
（
阪

神
・
淡
路
大
震
災
）
を
教
訓
に
創
設
さ

れ
た
緊
急
消
防
援
助
隊
の
訓
練
を
実
施

 

実
施
日
時 

 

○
緊
急
消
防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合

同
訓
練 

十
月
三
十
日
（
土
）
八
時
三
十

分
～
三

二
時 

 

○
近

 

十
月
三

十
一
日
（
日

分
～
十
二
時 

 

○
ニ

リ
ー
久
居
工
業
団
地

（
戸
木
町

ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
み

え
（
北

県
庁
（
広
明
町
）

○
津
市
消
防
本
部
（
久
居
明
神
町
）
○
松
阪

防
本
部
（
松
阪
市
川
井

ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
雲
出
鋼
管
町
）

市
広
域
消
防
組
合
消

町
）
○
伊
勢
湾

↓
八
月
五
日
、
久
居
消
防

署
で
救
急
業
務
功
労
者
に

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

↑
七
月
二
十
五
日
、
新
町

地
区
自
主
防
災
訓
練
の
様

子
。 

↑昨年、福井市で行われた緊急

消防援助隊の訓練の様子 

十
一
日
（
日
）
十

畿
府
県
合
同
防
災
訓
練

）
八
時
三
十

訓
練
会
場 

ュ
ー
フ
ァ
ク
ト

・
森
町
）
○
メ

河
路
町
）
○
三
重

☆ 

音
楽
隊
派
遣
演
奏
予
定 

☆ 

◆
十
月
十
日
（
日
） 

・
第
六
回
全
国
消
防
音
楽
隊
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
奈
良
市
） 

◆
十
一
月
六
日
（
土
） 

・
橋
北
地
区
文
化
祭 

◆
十
一
月
十
四
日
（
日
） 

・
一
志
町
ふ
れ
あ
い
祭
り 

◆
十
一
月
二
十
一
日
（
日
） 

・
新
町
フ
ェ
ス
タ 

◆
十
一
月
二
十
八
日
（
日
） 

 

・
あ
の
う
ぽ
か
ぽ
か
祭
り 


